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実験では、ED1/ED2 陽性マクロファージの筋線維芽細胞への分化転化を惹起する 1986)。  
 以上述べたように、骨髄からは造血幹細胞が産生され、CD34、CD133 を発現し、骨髄
















が作動する(図 94 参照)。 
 
おわりに 
   マクロファージは 1882 年 Metchnikoff によって食細胞学説として提唱され、その後
1924 年 Aschoff によって提唱された網内系学説に包括され、1969～1970 年頃から van 













































































































































のマクロファージへの分化転換が起る。このように、マクロファージは van Furthらの MPS
学説で提示された単球/マクロファージと言った単純な分化経路ではなく、多分化経路を経





Metchikoff の食細胞学説の提唱以来 120 年を越えるが、今日一般に広く容認されている
マクロファージの起源、発生、分化は van Furth らの MPS 学説によるマウスを中心にヒト
やラットなど哺乳類の研究によるものであって、哺乳類に属する動物全体におけるマクロ
ファージの研究を統括したものではない。哺乳類以外の脊椎動物におけるマクロファージ
の研究も魚類、両生類や鳥類では進んでいるが、例えば、爬虫類でのマクロファージに関
する知見は断片的であって、検討された種類も一部に限られ、脊椎動物全体に属する各種
動物におけるマクロファージの総括的研究には乏しい。無脊椎動物におけるマクロファー
ジの研究は個体発生を含めて各々の動物で解明が為されているが、まだ解明されていない
動物の種類も多く、正にマクロファージの系統発生に関する研究は 21 世紀に解明の迫られ
る宝庫であって、系統的かつ動物全体からの究明が期待される研究分野である。今後この
方面の研究に関する発展と進歩に基づき、本書でお話しした筆者の積年の主張である「マ
クロファージ多分化径路」学説 475～477)がさらに伸展し、確実になるとともに、将来その全
貌が究明されることに期待したい。  
 
